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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年11月6日(2008.11.6)

【公開番号】特開2002-253552(P2002-253552A)
【公開日】平成14年9月10日(2002.9.10)
【出願番号】特願2001-288043(P2001-288043)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   8/14     (2006.01)
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   Ａ６１Ｂ   6/03     (2006.01)
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   Ａ６１Ｂ   6/00    ３６０Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年9月19日(2008.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】 一つの検査に属する画像データのフレーム及び前記検査に属するリポート
・データを記憶するメモリ（４８、５８）と、パラレル・ポート（５０）と、シリアル・
ポート（６０）と、前記画像データのフレームに前記検査を識別する識別子を結合する手
段（２０）と、前記パラレル・ポートから第一のフォーマットで前記画像データのフレー
ム及び前記識別子を送出する手段（２０）と、前記リポート・データに前記識別子を結合
する手段（２０）と、前記シリアル・ポートから第二のフォーマットで前記リポート・デ
ータ及び前記識別子を送出する手段（２０）とを備えたスキャナ。
【請求項２】 前記第一のフォーマットはＤＩＣＯＭ規格に準拠しており、
前記識別子はＤＩＣＯＭ検査例固有番号を含んでおり、
前記第二のフォーマットはＡＳＣＩＩフォーマットであり、
前記パラレル・ポートはＥｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）接続を含んでおり、
前記シリアル・ポートはＲＳ２３２インタフェイスを含んでいる請求項１に記載のスキャ
ナ。
【請求項３】 超音波トランスデューサ素子のアレイ（２）を含んでおり、前記画像デー
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タのフレームを取得する画像取得サブシステム（２、４、６）をさらに含んでいる請求項
１に記載のスキャナ。
【請求項４】 表示モニタ（１８）と、該表示モニタに前記画像データのフレームを表示
する手段（１４）と、測定データを取得するために前記表示されたフレームにおける特徴
を測定する手段（２２）と、前記表示モニタに前記測定データを表示するユーザ・インタ
フェイス画面（図５）とをさらに含んでおり、前記メモリ内の前記リポート・データは前
記測定データを含んでいる請求項１に記載のスキャナ。
【請求項５】 表示モニタ（１８）と、該表示モニタに表示され、患者情報を入力するた
めの欄を含んでいるユーザ・インタフェイス画面（図４）と、該ユーザ・インタフェイス
画面に入力された患者情報の少なくとも一部に基づいて前記検査識別子を構築する手段（
２０）とをさらに含んでいる請求項１に記載のスキャナ。
【請求項６】 一つの検査に属する画像データのフレーム及び前記検査に属するリポート
・データを記憶するメモリ（４８、５８）と、パラレル・ポート（５０）と、シリアル・
ポート（６０）と、・前記画像データのフレームに前記検査を識別する識別子を結合する
工程、・前記パラレル・ポートから第一のフォーマットで前記画像データのフレーム及び
前記識別子を送出する工程、・前記リポート・データに前記識別子を結合する工程、並び
に・前記シリアル・ポートから第二のフォーマットで前記リポート・データ及び前記識別
子を送出する工程を実行するようにプログラムされているコンピュータ（２０）とを備え
たスキャナ。
【請求項７】 前記第一のフォーマットはＤＩＣＯＭ規格に準拠しており、前記第二のフ
ォーマットはＡＳＣＩＩフォーマットであり、
前記パラレル・ポートはＥｔｈｅｒｎｅｔ接続を含んでおり、前記シリアル・ポートはＲ
Ｓ２３２インタフェイスを含んでいる請求項６に記載のスキャナ。
【請求項８】 超音波トランスデューサ素子のアレイ（２）をさらに含んでいる請求項６
に記載のスキャナ。
【請求項９】 リポート・データを入力すると共に該リポート・データの前記シリアル・
ポートへの転送を開始するためのユーザ・インタフェイス（２２）をさらに含んでおり、
前記コンピュータは、前記リポート・データの前記シリアル・ポートへの転送の開始に応
答して、前記リポート・データに前記検査識別子を結合するようにさらにプログラムされ
ている請求項６に記載のスキャナ。
【請求項１０】 計算機式システムから結合された画像及びリポートを送信する方法であ
って、画像データのフレームに検査を識別する識別子を結合する工程と、前記計算機式シ
ステムのパラレル・ポートから第一のフォーマットで前記画像データのフレーム及び前記
識別子を送出する工程と、リポート・データに前記識別子を結合する工程と、前記計算機
式システムのシリアル・ポートから第二のフォーマットで前記リポート・データ及び前記
識別子を送出する工程とを備えた方法。
【請求項１１】 前記第一のフォーマットはＤＩＣＯＭ規格に準拠しており、
前記識別子はＤＩＣＯＭ検査例固有識別子を含んでおり、
前記第二のフォーマットはＡＳＣＩＩフォーマットを含んでおり、
前記パラレル・ポートはＥｔｈｅｒｎｅｔ接続を含んでおり、
前記シリアル・ポートはＲＳ２３２インタフェイスを含んでいる請求項１０に記載の方法
。
【請求項１２】 表示モニタと、ユーザ・インタフェイスと、パラレル・ポート（５２）
と、シリアル・ポート（６２）と、メモリ（５６）と、・前記パラレル・ポートを介して
第一のフォーマットで受け取った画像データのフレームを前記メモリに記憶する工程、・
前記シリアル・ポートを介して第二のフォーマットで受け取った検査識別子を有さないリ
ポート・データを検出する工程、・前記リポート・データに結合されている属性に殆ど一
致する前記画像データに結合されている属性を有するフレームについて前記画像データの
フレームを探索する工程、・前記リポート・データを前記殆ど一致する属性を有する前記
フレームに結合すべきであることの確認を要求するメッセージを前記表示モニタ上で生成
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する工程、並びに・前記操作者インタフェイスを介した確認を指示する利用者入力の受領
に応答して、前記リポート・データに前記検査識別子を付加する工程を実行するようにプ
ログラムされているコンピュータ（５４）とを備えた閲覧用ステーション。
【請求項１３】 計算機式システムにおいて画像及びリポート・データを結合する方法で
あって、画像データのフレームをメモリに記憶する工程と、シリアル・ポートを介してリ
ポート・データを受け取る工程と、検査識別子を有さないリポート・データを検出する工
程と、前記リポート・データに結合されている属性に殆ど一致する前記画像データに結合
されている属性を有するフレームについて前記画像データのフレームを探索する工程と、
前記リポート・データを前記殆ど一致する属性を有する前記フレームに結合すべきである
ことの確認を要求するメッセージを表示する工程と、確認の受領に応答して、前記リポー
ト・データに前記検査識別子を付加する工程とを備えた方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
イメージング・システムのシリアル・ポートから閲覧用ステーションへリポート・データ
を送出することを可能にする方法及び装置であって、リポート・データが関連している画
像（異なるポートを介して送出されている）に対してリポート・データを自動的に結合し
得るような方式の方法及び装置が必要とされている。
【特許文献１】米国特許第６３２５７５９号
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